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★松山南交通安全協会広報紙「安全協会 みなみ」は、皆様からご支援いただいた会費で作成されています★ 

シートベルトとチャイルドーシートを着用することで、交通事故に遭った際に車外放出などの被害を軽

減させることができます。車に乗車したら、シートベルトを正しく着用しましょう。また、６歳未満の

子どもが同乗する場合は、子どもの体格に合うチャイルドシートを着用させましょう。 

当協会では、松山南警察署管内在住の会員様に限り、最大 20日間 

無料でチャイルドシートを貸出ししております。お孫さんの帰省や 

購入までの繋ぎなど、ご入用の際はいつでもご連絡ください。 

４月に入学式を終え、新しい環境にも慣れて

きた６月ごろから、子どもが被害に遭う交通

事故が増える傾向があります。子どもは予期

せぬ動きをすることがあるので、ドライバー

は、子どもを見かけたときは急な動きに対応

できるよう、すぐに止まれる速度で走行しま

しょう。交通事故を防ぐために、学校や家庭

内でも、「止まる」「待つ」「見る」を中心と

した交通ルールを繰り返し教えましょう。 

雨の日は路面が滑りやすく、視界も悪くなる

ため交通事故が発生しやすくなります。 

ドライバーは急なハンドル操作は控え、ワイ

パーの点検をしておきましょう。 

自転車利用者は傘差し運転は罰則の対象と

なるため、カッパを着用しましょう。 

歩行者は前がよく見えるように傘を差し、明

るい色の服を着用しましょう。 

一人ひとりが危険予測をし、緊張感を持った

行動を心がけましょう。 

  


